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 ラトニンがマクロファージからの炎症性サイトカイン IL-6 の発現を抑制
し引き続いて誘導される Th17細胞の分化誘導を阻害した。 
【考察】以上の結果より、メラトニンは生体においてマクロファージを含
めた免疫系機能の活性化を強く抑制することが考えられた。メラトニンの
服用は宿主の過剰な免疫抑制を引き起こす可能性があり、結果として易感
染性宿主で意図しない感染症誘発や遷延化が考慮される必要があること
が示された。今後は睡眠障害の改善薬としてのメラトニン服用については、
免疫低下や感染増悪、歯周病症状の悪化などのリスク因子について考慮す
る必要があることが示唆された。 
 
 
 
